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①環境測定値を活用する背景と目的

顕在化している気候変動影響 熱中症対策の普及が喫緊の課題

すでに現れている気候変動影響
猛暑日*の急増＠熊谷

*1日の最高気温が35℃以上の日

救急搬送者数の高止まり

2023年：45日
2024年：46日

＝１ヶ月半
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①環境測定値を活用する背景と目的

熱中症の危険性の偏在

10・20代の屋外

70～90代の屋内と屋外

北部では南部の約２倍

地理

年齢

県の南部より北部

埼玉県内の熱中症による救急搬送者数データ

年齢と搬送場所（屋内・屋外・その他）

消防本部ごとの１０万人あたりの搬送者数分布

350~500

200~330



①環境測定値を活用する背景と目的

暑さ指数は熱中症の危険性と関係がある
熱
中
症
患
者
の
発
生
率

暑さ指数28以上では熱中症の危険性が高まる



①環境測定値を活用する背景と目的

環境測定値（暑さ指数）を活用した熱中症対策

測定地点を独自に設けて、リアルタイム
データを県民に提供することを考えた

南からの海風
による冷気移流

県の南部と北部の気温変化の差 環境省の発表地点の不足

熱中症の危険性の地域性を
把握しできるようにしたい



②測定装置の開発

測定装置（IoT暑さ指数計）の要件

既製品では当時なかった

独自に開発

• 野外で連続的に商用電源なしで安定して作動すること
• 暑さ指数をできるだけ正確に測定できること
• 多地点で測定するため、安価であること

(Interface 2018.10号のサンプルを元に開発)



②測定装置の開発

測定装置（IoT暑さ指数計）の構成

センサー＋マイコン＋通信装置＋電源（充電池＋太陽光）
単価3万円で自主開発・製作

暑さ指数 ＝0.7 × 湿球温度 ＋ 
 0.2 × 黒球温度 ＋ 

 0.1 × 乾球温度



②測定装置の開発

測定装置（IoT暑さ指数計）の測定精度
環境省発表の暑さ指数との比較@さいたまアメダス(2023年7～9月)

• 概ね暑さ指数の差
は±1.0℃

• 風が強くなる午後
には独自測器のピ
ンポン球で観測した
黒球温度が低くな
る

• 湿球温度は逆に自
然通風の独自測
器の方が高くなる

• 相殺され暑さ指数
では差が小さくなる

環境省発表の暑さ指数との比較
(2023年晴天日16日の日中平均)

開発した装置 – 環境省値



③環境測定値を活用した熱中症対策

測定装置（IoT暑さ指数計）で測定した値の公開

測定地点数：２０（R4）→３０(R7)

さいたま市

川口市
蕨市

戸田市

上尾市

桶川市

北本市

鴻巣市

伊奈町

朝霞市
新座市

志木市

和光市

富士見市
ふじみ野市

三芳町

春日部市

草加市

越谷市

八潮市

三郷市

吉川市

松伏町

所沢市

飯能市

狭山市

入間市

日高市
川越市

坂戸市

鶴ヶ島市毛呂山町

越生町

東松山市

滑川町

嵐山町
小川町

川島町

吉見町

鳩山町
ときがわ町

東秩父村

熊谷市
深谷市

寄居町

本庄市
美里町

神川町

上里町

行田市 加須市

羽生市

久喜市

蓮田市

幸手市

白岡市宮代町
杉戸町

秩父市

横瀬町

皆野町

長瀞町

小鹿野町

R7測定点分布
県
環境省

環境省より、多地点・多頻度で暑さ指数を提供



③環境測定値を活用した熱中症対策

測定装置（IoT暑さ指数計）で測定した値の公開

R4年度 R5・6年度
ArcGIS Onlineを使用して、情報発信画面を作成して公開

近くの測定点の暑さ指数をもとに熱中症対策してもらう



③環境測定値を活用した熱中症対策

測定装置（IoT暑さ指数計）で測定した値の結果(2023)

県の南部より北部の方が暑さ指数が高い

県南部 県北部

31以上 31以上



③環境測定値を活用した熱中症対策

これまでの課題

測定装置の安定性

情報発信の見やすさ

アクセス数
普及啓発

企業との共同研究
・測定機器の共同開発
・情報発信画面の共同開発

暑さ指数31以上の
「危険」の時間が多い



③環境測定値を活用した熱中症対策

企業との共同研究
観測精度の検証が終了し製品化→今年の情報発信に使用している（15台）

観測精度の検証を実施(R6)



③環境測定値を活用した熱中症対策

企業の情報発信画面を利用した暑さ指数の公開（2025/6/5～）

暑さ指数だけでなく、気象庁観測の風も表示出来るように



④普及啓発

広報媒体での広報

県公式SNS
報道発表・知事会見
市町村適応センターの広報誌

県立高校生と協働した普及啓発活動
環境測定装置の製作
環境測定値のデータ解析及び普及資料作成

朝日新聞夕刊
2024/6/29

知事会見資料(2023/7/11)



まとめ

暑さ指数計を独自に開発・設置して県内の多地点で暑さ指数を公開

熱中症による救急搬送者数が多い高校生と共に熱中症対策に関する
普及啓発活動を実施

民間企業と共同研究し、情報発信機能を強化

今年も暑さがすでに厳しい日があったため、活用していただく事例
が出てきている
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